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概 要

本稿は，Andersen (2001) による需要の飽和を伴う多部門モデルを
多数のエージェントのモデルとして解釈し，労働供給の下限を仮定すれ
ば，経済の人口規模が減少することを通じた総需要効果が生み出される
ことを示すことを目的とするものである．
個別のセクターに対する需要の飽和と財の階層的序列という仮定は，

任意の時点における各セクターの所得シェアを不可避的に変化させ，経
済に構造変化をもたらす．さらに各エージェントに生存水準という需要
の下限を導入することによって，総消費の停滞のみならず低下がもたら
される．
ここでは総所得水準の変動要因として，既存の研究で指摘されてい

るような財の発明や生産性向上を意図した研究開発の失敗という要因で
はなく，需要の飽和と消費需要の下限によって人口規模が減少した結果，
さらに総所得水準が減少するという変動要因をモデル化し，簡単な数値
例を示すこととする．
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